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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 1,964 27.2 172 124.9 147 248.6 111 205.7
23年3月期第3四半期 1,544 119.8 76 234.8 42 485.2 36 433.8

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 111百万円 （205.7％） 23年3月期第3四半期 36百万円 （433.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 2,688.43 ―
23年3月期第3四半期 879.35 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期第3四半期 2,078 603 29.0 14,534.04
23年3月期 2,004 491 24.5 11,845.60
（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  603百万円 23年3月期  491百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年3月期 ― 0.00 ―
24年3月期（予想） 100.00 100.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,500 17.1 150 30.6 120 81.5 110 172.4 2,651.31



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３
ページの「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 41,489 株 23年3月期 41,489 株
② 期末自己株式数 24年3月期3Q 0 株 23年3月期 0 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 41,489 株 23年3月期3Q 41,489 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況にあるなか

で、復興に向けた企業の生産活動や消費マインドの持ち直しにより、緩やかな回復基調が続いております。しかし

ながら、米国経済の減速や欧州の政府債務危機等により海外景気の下振れリスクが顕在化し、また歴史的な円高の

進行などによりわが国の経済も下振れするリスクが存在し、先行き不透明な状況で推移しました。更にはデフレの

影響、雇用情勢の悪化懸念が依然残っていることにも注意が必要であります。 

 このような経済状況のもとで、当社グループは、収益構造の強化を目的として各事業部門の利益確保を意識した

収益管理をより一層徹底し、グループ全体の業績向上を目指してまいりました。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高1,964,571千円（前年同期比27.2％増）、営業利益

172,878千円（同124.9％増）、経常利益147,244千円（同248.6％増）、四半期純利益111,540千円（同205.7％増）

となりました。 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 ①不動産事業 

 震災の影響による消費マインドの低下から売却計画に若干の遅れが生じておりました競売物件の売却計画も、

当第３四半期において順調に推移するとともに、前連結会計年度より事業拡大しております賃貸等不動産による

賃料収入事業が堅調に推移し、当第３四半期連結累計期間における不動産事業の売上高は1,231,608千円（前年

同期比54.4％増）、セグメント利益186,449千円（同130.1％増）となりました。 

 ②マンション管理事業 

 業界の競争激化の影響により、マンション管理事業部門の業績は非常に厳しい状況が続いておりますが、業界

最大手の「大京アステージ」との業務提携に基づき、抜本的なインフラの再構築をすすめるとともに、新しいマ

ンション管理の受託を目指し企業基盤の強化を図ってまいります。 

 当第３四半期連結累計期間におけるマンション管理事業の売上高は689,656千円（前年同期比2.7％増）、セグ

メント損失4,495千円（前年同期はセグメント損失5,643千円）となりました。 

③ソフトウェア事業 

 当第３四半期連結累計期間においては、顧客へのサービスを充実させるため、パッケージソフトウェアの操作

指導（スクール）やサポートセンターによる既存ユーザーへの電話での操作指導やバージョンアップ案内等の保

守関連に積極的に注力しております。 

 また主力商品であります「消防くん」のパック商品販売の推進や、バージョンアップ等による売上が好調であ

った事、またマイクロソフト社の最新ＯＳ「Windows７」の販売により企業のパソコン買い換え需要が喚起さ

れ、それに伴う当社販売のパッケージソフト売上が好調に推移し、当第３四半期連結累計期間の売上高は91,844

千円（前年同期比18.6％増）、セグメント利益27,315千円（同64.2％増）となりました。 

 ④ファイナンス事業 

 法人向け不動産担保ローンを主としておりますが、当第３四半期連結累計期間においては大口融資案件が前連

結会計年度より減少し、当第３四半期連結累計期間の売上高は6,147千円（前年同期比69.9％減）、セグメント

利益2,071千円（同87.3％減）となりました。 

 ⑤その他の事業 

 前連結会計年度より、フィービジネス及び賃料収入等の業績管理をその他の事業から不動産事業に集約しまし

たが、子会社の増加による経営指導料及び事務委託手数料等が増加いたしましたので、当第３四半期連結累計期

間の売上高は150,103千円（前年同期比13.5％増）、セグメント利益16,119千円（同23.4％減）となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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  （２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産）  

 当第３四半期連結会計期間末における流動資産は1,309,387千円となり、前連結会計年度末に比べ57,584千円増

加いたしました。これは主に販売用不動産は132,061千円減少いたしましたが、現金及び預金が113,806千円、仕掛

販売用不動産が42,719千円、営業貸付金が40,961千円増加したことによるものであります。固定資産は768,633千

円となり、前連結会計年度末に比べ15,623千円増加いたしました。これは主にのれんは56,919千円減少いたしまし

たが、土地が63,214千円増加したことによるものであります。 

 この結果、資産合計は、2,078,021千円となり、前連結会計年度末に比べ73,207千円増加いたしました。 

（負債） 

 当第３四半期連結会計期間末における流動負債は932,562千円となり、前連結会計年度末に比べ155,855千円増加

いたしました。これは主に１年内償還予定の社債は70,000千円減少いたしましたが、短期借入金が176,484千円、

１年内返済予定の長期借入金が38,930千円増加したことによるものであります。固定負債は542,455千円となり、

前連結会計年度末に比べ194,188千円減少いたしました。これは主に長期借入金が170,513千円減少したことによる

ものであります。 

 この結果、負債合計は、1,475,018千円となり、前連結会計年度末に比べ38,333千円減少いたしました。 

（純資産） 

 当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は603,002千円となり、前連結会計年度末に比べ111,540千円増

加いたしました。これは四半期純利益111,540千円の計上によるものであります。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 連結業績予想につきまして、当第３四半期連結累計期間の連結業績は、概ね計画どおり推移しており、平成23年

５月12日の決算短信で公表しました通期の連結業績予想に変更はありません。 

 なお本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありま

す。 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。 

  （２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

  該当事項はありません。 

２．サマリー情報（その他）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 200,944 314,751

受取手形及び売掛金 82,676 70,490

販売用不動産 769,585 637,523

仕掛販売用不動産 － 42,719

原材料及び貯蔵品 1,499 1,205

営業貸付金 121,930 162,892

その他 75,314 95,929

貸倒引当金 △147 △16,123

流動資産合計 1,251,803 1,309,387

固定資産   

有形固定資産   

土地 337,037 400,251

その他 185,491 194,147

有形固定資産合計 522,529 594,399

無形固定資産   

のれん 187,283 130,364

その他 15,600 15,840

無形固定資産合計 202,884 146,204

投資その他の資産   

投資その他の資産 28,122 28,449

貸倒引当金 △525 △420

投資その他の資産合計 27,597 28,029

固定資産合計 753,010 768,633

資産合計 2,004,814 2,078,021

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 25,682 29,690

短期借入金 304,602 481,086

1年内返済予定の長期借入金 154,834 193,765

1年内償還予定の社債 170,000 100,000

未払法人税等 6,330 6,473

賞与引当金 3,942 －

その他 111,315 121,548

流動負債合計 776,707 932,562

固定負債   

長期借入金 685,157 514,643

退職給付引当金 7,745 －

その他 43,741 27,812

固定負債合計 736,644 542,455

負債合計 1,513,351 1,475,018

純資産の部   

株主資本   

資本金 436,034 436,034

利益剰余金 55,428 166,968

株主資本合計 491,462 603,002

純資産合計 491,462 603,002

負債純資産合計 2,004,814 2,078,021
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高 1,544,172 1,964,571

売上原価 1,117,837 1,430,080

売上総利益 426,335 534,491

販売費及び一般管理費 349,482 361,612

営業利益 76,853 172,878

営業外収益   

受取利息 35 20

受取配当金 16 44

消費税差額 518 －

受取賃貸料 － 2,544

その他 1,211 1,238

営業外収益合計 1,781 3,846

営業外費用   

支払利息 17,037 20,628

社債利息 4,391 3,268

支払手数料 14,285 2,000

その他 676 3,584

営業外費用合計 36,390 29,481

経常利益 42,244 147,244

特別利益   

退職給付引当金戻入額 － 8,179

特別利益合計 － 8,179

特別損失   

前期損益修正損 629 －

投資有価証券売却損 1,000 －

貸倒引当金繰入額 － 15,895

減損損失 1,809 －

貸倒損失 － 8,638

和解金 － 11,260

特別損失合計 3,438 35,794

税金等調整前四半期純利益 38,805 119,630

法人税、住民税及び事業税 2,322 8,089

法人税等合計 2,322 8,089

少数株主損益調整前四半期純利益 36,483 111,540

少数株主利益 － －

四半期純利益 36,483 111,540
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 36,483 111,540

四半期包括利益 36,483 111,540

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 36,483 111,540

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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 該当事項はありません。 

（セグメント情報）  

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月1日 至 平成22年12月31日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                            （単位：千円） 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容 

 （差異調整に関する事項） 

                                （単位：千円） 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  不動産事業 
マンション管理

事業 
ソフトウェア 

事業 
ファイナンス 

事業  
その他の事業 合計

売上高                                    

外部顧客への売上高  777,407  667,323  77,438  20,126  1,877  1,544,172

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 20,397  4,008  －  272  130,362  155,040

計  797,804  671,331  77,438  20,398  132,240  1,699,213

セグメント利益又は損失（△）  81,023  △5,643  16,637  16,278  21,047  129,342

利益  金額 

報告セグメント計  129,342

のれんの償却額  △54,098

セグメント間取引消去   1,061

その他の調整額  547

四半期連結損益計算書の営業利益  76,853
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月1日 至 平成23年12月31） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                            （単位：千円） 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容 

 （差異調整に関する事項） 

                                （単位：千円） 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 

   

   

 該当事項はありません。 

   

  該当事項はありません。 

  不動産事業 
マンション管理

事業 
ソフトウェア 

事業 
ファイナンス 

事業  
その他の事業 合計

売上高                                    

外部顧客への売上高  1,184,273  679,527  91,844  6,122  2,803  1,964,571

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 47,335  10,128  －  24  147,299  204,789

計  1,231,608  689,656  91,844  6,147  150,103  2,169,360

セグメント利益又は損失（△）  186,449  △4,495  27,315  2,071  16,119  227,460

利益  金額 

報告セグメント計  227,460

のれんの償却額  △56,919

セグメント間取引消去  1,512

その他の調整額  825

四半期連結損益計算書の営業利益  172,878

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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